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	1．誰でも「長生きリスク」を考える必要がある時代に
	2.資産形成の議論だけでなく、「資産取り崩し」に関する議論も重要
	3.「運用しながらの取り崩し」で注意が必要な「順序リスク」
	4.順序リスクに対する定率取り崩しの有効性
	5.老後期間は長く、定期的な取り崩し方の見直しも必要

